
㈱日本農産情報
（昭和54年～）

日本コメ市場株式会社
（平成９年～）

㈱加工用米取引センター
（平成23年～）

取引形態 ○仲介取引が基本。㈱日本農産物情報は
ホームページ上で売り注文、買い注文を随時
掲載（１時間毎に更新）。

注文が成立した場合の流れは以下の通り。
① 買い手はまず日本農産情報あてに代金を
振り込み

② 日本農産情報は買い手からの入金確認後、
売り手に発送を依頼

③ 買い手は商品受取後、日本農産情報に納
品を伝達。その後日本農産情報は売り手の
速やかに代金を振り込み。

①東京・大阪・福岡の３会場において１～２ヶ
月に一度程度開催される取引会における入
札取引（日本コメ市場・クリスタルライスの共
催）

②電話・ＦＡＸ・ＩＴ等により成立する随時取引
の２形態で行われており、会員間取引が原則。

①加工用米取引センターのホームページ上で
数量と価格を付して取引。枚数・価格による
匿名取引

②電話等において仲介・斡旋を行うことにより
成立する随時取引

の２形態で行われており、会員間取引が原則。

取扱数量 ○年間取扱高は約400万俵（24万トン）。 ○年間取扱高は約３万トン（平成25年度）。
取引会１回当たりの上場数量は４千～１万３
千トン程度、落札数量は400～1,200トン程度。
(平成25年度実績：取引会を計７回開催）

○年間取扱高は約２千トン。（平成26年度）

参加者数 ○全国約3,000社（組合含む） ○１回当たりの参加は50～80卸（70～100名程
度）。

○会員数約200社

○参加会社数20社。

参加条件 ○利用には取引口座の開設が必要。 ①日本コメ市場㈱の会員であること（入会金：
50万円）

②米穀機構との債務保証契約を締結すること
が必要。保証がない場合は前金制度で取引。

○原則として登録会員のみとし、非会員は登
録会員を通じて売買が可能（入会費５万円、
年会費２万円） 。

○会員になるには、米穀取扱い業者の資格を
有し、年間60トン以上の取扱いを行っている
ことが必要。

公表 ○成約状況（銘柄及び成約価格）については、
市場概況としてホームページや業界紙に掲
載。

○成約状況（銘柄及び成約価格）については、
市場概況としてホームページや業界紙に掲
載。

○成約状況(銘柄及び成約価格）については、
市場概況としてホームページで公表。

注） 各市場のHP掲載情報を参考に作成

米の現物市場の現状第３回 米の安定取引研究会（平成27年２月１７日）における
農林水産省生産局提出資料（抄）を加工
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複数年産米コメ市場
（国産米使用推進団体協議会）

（26年10月1日から開始）

卸売事業者による新たな市場
（全米穀販売事業共済協同組合）

（検討中）

個別申込取引
（全農）

（26年産から開始）

取組の趣旨 ○大型農業者が将来を見通して安心してコメ生産
を行うとともに、需要者が安定的に原料米確保を
行えるよう、複数年契約での取引を推進するため
の市場を創設。平成30年産までの間は斡旋業務
を実施。

○既存のスポット的な米取引市場ではなく、
中長期的な米取引の場を検討中。

○全農の相対基準価格の参考とするため、相
対取引の手法の一つとして、26年８月以降、
毎月１回を基本として「個別申込取引」を導入。

主な仕組み
（検討内容）

○米政策の見直しの平成30年を見据え、29年産ま
では試行期間として以下のとおり斡旋業務を行う。

① 売り手構成員・買い手構成員は、希望する品
名・数量・価格等を提示

② 「市場」は、売り手・買い手のそれぞれの条件を
勘案し、引き合わせ、仲介。

③ 両者が合意した場合には、その後の諸手続き
は当事者間で実施。

④ 斡旋業務は、（株）加工用米取引センターが、
業務委託を受けて実施。

― ○対象産地銘柄は各県本部の手挙げ。
○全農は、取引先から購入希望数量と価格を
セットで申し込みを受ける。

○全農は、申し込み内容を各県本部に連絡し、
各県本部は、価格の高いものから順に、各県
本部の判断する価格まで成約させる。

○ 取引先に積極的な参加を促進するため、
契約価格は個別の成約価格にメリットを減じ
た価格とする。

取引数量・
契約単位等

契約単位：原則100㌧以上
取引単位：１ロット12㌧

検討中 各県本部は、年間販売数量に応じて１回ごと
の提示数量を判断。

参加条件・
取引対象者

○入会金及び年会費１万円を納め構成員として認
められた以下の者（クローズされたコメ市場）

①生産者：原則30ha以上の耕作面積
②実需者、集荷業者、流通業者
：原則として年間取扱数量が1,000㌧以上。
３年間債務超過でないこと。

○農業者、ＪＡ、実需者も参加できる条件を
検討中。

○全農と売買基本契約を締結している米穀卸
売事業者等

公表 ○成約内容は、非公表。 ― ○成約内容は、非公表。

新たなコメ取引の動き

注） 各市場の公表情報等を参考に作成

（日本経済再生総合事務局注）27年3
月23日に「中長期米仲介市場」の開
設が発表（27年7月1日から開始）
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